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「家族がそろい，明るく楽しい生活ができるまち，それ
二 〈．､ち

が私たちの願いですJと古ロ富士雄さん（春日町）
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ま
ち
を

識

蕊
》

若者でにぎわう高萩海水浴場
（
．
）

海
岸
か
ら
吹
い
て
く
る
風
に
、
駅
前
の
木
立
が

や
さ
し
く
揺
れ
て
い
ま
す
。
高
萩
の
玄
関
□
で
あ

る
駅
、
そ
の
周
辺
に
新
し
い
広
場
の
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
常
磐
自
動
車
道
の
開
通
と
と
も
に
、

こ
の
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
高
萩
市
は
今
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

や
が
て
迎
え
る
二
一
世
紀
は
、
高
齢
化
や
高

度
情
報
化
、
国
際
化
が
さ
ら
に
進
み
、
新
た
な
時

代
の
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
時
代
に
は
、
何
よ
り
も
心
の
問
題
が
大

市内の幹線道路と主怠事業

る
こ
と
か
ら

蛙てつ
県
北
東
部
広
域
、
営
農
営
農

Ｋ
Ｉ
Ｉ
常
磐
自
動
車
道
一

切
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
市
民
生
活
で
も
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
や
、
物
か
ら
心
の
豊

か
さ
を
求
め
る
時
代
へ
と
、
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
て

高
萩
市
を
う
る
お
い
に
満
ち
た
豊
か
な
魅
力
あ
る

ま
ち
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
今
年
、
新
た
に
第
二

次
墓
本
計
画
を
作
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の

道
し
る
べ
と
も
い
え
る
第
二
次
墓
本
計
画
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鍵錘錘

塗塗子諜主子諜
団
地
屡
道

／~、
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碓
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盤
言
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蝿
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高
萩
市
は
、
昭
和
四
七
年
に

「
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
基
本

構
想
」
を
定
め
、
そ
の
後
、
昭

和
六
一
年
に
「
高
萩
市
新
総
合

計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
新
総
合
計
画
は
、
「
海
と

緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都

市
」
を
将
来
像
に
定
め
た
平
成

一
二
年
を
目
標
と
す
る
基
本

構
想
と
、
平
成
二
年
度
を
目
標

と
す
る
基
本
計
画
と
で
構
成
さ

れ
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
の
た
め
の
仕
事
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
基
本
計
画
が
、
改
定
の

時
期
を
迎
え
た
た
め
新
た
に
第

二
次
基
本
計
画
を
作
り
ま
し
た

○
基
本
構
想
一
五
年
計
画

○
基
本
計
画
五
年
計
画

○
実
施
計
画
三
年
計
間

（
各
年
度
の
予
算
と
施
政
方
針

一
年
）

こ
れ
ら
に
も
と
づ
い
て
、
市

で
は
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
⑤

②テレフォンサービス「市政案内」は23 1151.1152です－

ま ち づ く り の

第 1 歩 は



特集/憲毒づくりの道巳議式一第2次墓本計画
（ ）内は構成比で単位は％，平成2年の35,320人は国勢調査人口です〔

（図1）人口の目標は5万人です （単位:人）

蕊

50,000

40,000
懲灘

蕊30，000

0,000

10,000

平成2年 平成7年 平成12年

人口については， （図1）のとおり，平成7年

に人口42,000人，平成12年に人口50,000人を目

標に都市発展の基礎づくりを積極的に行ってい

きます。また，産業別就業者数の推移について

は， （図2)のように見込まれています。

錨

I()W))W(11

”

※（ ）内は構成比で単位は％です。

(図2） 産業別就業者数の推移
「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
」
で
す
．

あ
と
九
年
で
西
暦
二
○
○
○
年
、
｜
｜
｜
世
紀
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
二
一
世
紀
に
む

け
て
、
今
、
高
萩
市
は
豊
か
な
自
然
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
高
萩
ら
し
さ
を
つ
く

り
だ
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向

◎
恵
ま
れ
た
資
源
を
唯
か
し
た
高
萩
ら
し
さ
の
創
造

◎
高
速
交
通
・
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
産
業
・
都

市
機
能
の
向
上

◎
調
和
の
と
れ
た
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
生
涯
学
習
の
追
及
と
市
民
文
化
の
創
造

◎
地
域
経
済
の
活
性
化

高
萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
は

＝

（単位：人）

就業者総数
26,500

l lII))’

洲20,000
ｲ、

10

12,820

磯"” 叩w些一帯篶==溌鱸鰯”
」
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７

６
・
４
７
く
く
０
０
Ｆ

５
９
３
３

８
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1 ,240(5.7）

(5刀 ’ '哩塑第1次産業(農林水産業）
平成2年 平成7年 平成12年

高
戸
マ
リ
ー
ナ
完
成
予
想
図

）

》

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
、
ま
ち
を
愛

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
あ
な
た
の
周
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き
な
こ
と
ま
で
、
人
と

人
と
が
ふ
れ
あ
え
る
人
情
味
あ
ふ
れ
る
高
萩
ら
し

い
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。

計
画
を
つ
く
る
段
階
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
高
萩
市
総
合
振
興
審
議
会
委

員
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
市
民
意
識
調
査
や
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
も
と
に
計
画
が
作
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
い
ろ
い
ろ
な

仕
事
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
必
要

に
応
じ
て
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、
次
の
計
画
の
中
に
反

映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
の
中
か
ら
市
民
ぐ
る
み
で
真
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
四
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

森林公園に完成したブロンズ像

③



住みにくい司

I41住み良し）

~ざ噌瑚；澱f＃ 住
み
良
さ

46○人に聞きました
まあ住み良い

33.9％住み良さふつう

40．3％
、

、
、

～市罠意識調査～ 高萩市の住み良さは，住み良い， まあ住み

良い，ふつうを合わせると83.1％でした。

高萩市の将来像 市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
に
反
映
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
松
岡
地
区
公
民
館
、
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ

と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー
、
町
西

側
土
地
区
画
整
理
事
業
、
花
貫

川
流
域
土
地
改
良
事
業
、
駅
周

辺
広
場
、
市
営
住
宅
、
市
道
、

都
市
計
画
道
路
、
下
水
道
、
教

育
施
設
の
整
備
、
企
業
誘
致
な

ど
、
数
え
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
み
て
も

パ
ソ
コ
ン
教
室
や
Ｏ
Ａ
化
、
英

語
指
導
助
手
の
採
用
、
国
際
交

流
協
会
の
設
立
、
生
涯
学
習
の

推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

〆 ､

1 ．良好な居住環境を持った住宅地が

｜型1％多く，教育文化施設が整備された落

ち着いた都市

2． 自然やすぐれた景観を保全しなが

’馴'”ら，観光施設やレクリエーション施

設が整備された楽しい都市

3．交通の便が良く，行政機関や大型

|"'%店・専門店などが集まった商店街な

どがあるにぎやかな都市
、 ノ そ

こ
で
次
に
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で

い
る
の
か
を
、
昨
年
の
七
月
に

行
わ
れ
た
市
民
意
識
調
査
の
結

果
と
五
人
の
み
な
さ
ん
の
声
で

紹
介
し
ま
す
。

調
査
時
期
平
成
二
年
七
月

調
査
対
象
市
内
の
二
○
歳
以

上
の
男
女

調
査
人
員
一
、
○
○
○
人

（
無
作
為
抽
出
）

調
査
回
収
数
四
六
○
人
（
四
六
％
）

調
査
方
法
郵
便
で
発
送
、
回

又１

助
成
、
地
域
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
援
助
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ー

重点を置くべき施策 、〆

生活環境の良いまちづくり

たのしみの多いまちづくり

子どもを育てやすいまちづくり

9％

7％

8％

８
１
０

２
１
１

１
２
３
凡 ノ

定
住
意
思
は
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
、
当
分
住
み
続
け
た

い
を
あ
わ
せ
る
と
八
○
・
三
％

で
し
た
。

定
住
意
思

〈
満
足
度
順
位
〉

１
、
気
候
の
よ
さ

２
、
水
や
緑
な
ど
の
自
然
の
豊

か
さ

３
、
田
園
の
落
ち
着
き
や
静
け

さ
〈
不
満
足
度
順
位
〉

１
、
医
療
や
福
祉
で
の
安
心
感

２
、
生
き
が
い
の
持
て
る
仕
事

が
で
き
る
場

３
、
や
り
た
い
勉
強
が
で
き
る

機
会

魅
力
、
満
足
度

％

／一、

ー

こ
の
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
は
市
の

自
然
環
境
に
は
満
足
し
て
い
る

も
の
の
、
も
っ
と
医
療
や
福
祉

で
の
安
心
や
生
き
が
い
の
持
て

る
仕
事
場
、
や
り
た
い
勉
強
の

で
き
る
機
会
を
望
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

子
と
記
を

青
で
や
ず
い

群

設

》

器

リ

ザ

評

や

ま

羅

〆

市
役
所
は
、
市
民
の
要
望
や

不
満
、
意
見
を
十
分
に
取
り
上

げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
と
い

う
設
問
で
す
が
、
市
に
と
っ
て

厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す

意
見
の
取
り
上
げ

十分取り上げている1‘5

'一意見を～割く
削り上げているか

ま
ち
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
、

生
活
環
境
の
良
い
、
落
ち
着
き

を
持
つ
、
子
ど
も
を
育
て
や
す

い
、
楽
し
み
の
あ
る
、
に
ぎ
や

か
な
ま
ち
を
望
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
環
境
の
良
い
住

宅
地
や
教
育
文
化
施
設
、
観
光
．

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
交

通
の
便
利
さ
、
大
型
・
専
門
店

の
あ
る
に
ぎ
や
か
な
商
店
街
を

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
自
由
意
見
欄

を
見
て
み
る
と
、
「
○
総
合
病

院
の
建
設
○
二
年
保
育
○
企
業

誘
致
○
意
識
調
査
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
、

市
民
の
望
む
行
政
○
落
ち
着
いい

た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
○
良
い
田

な
か舎
と
い
う
点
で
は
二
重
マ
ル
○

施
設
ば
か
り
つ
く
ら
ず
に
生
活

に
密
着
し
た
市
道
や
側
溝
、
街

灯
な
ど
の
環
境
整
備
に
も
っ
と

力
を
入
れ
て
○
不
満
や
批
判
な

ど
自
分
た
ち
の
出
し
た
意
見
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

行
政
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ

ん
の
関
心
は
非
常
に
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

④


